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線形代数による解 
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エアリーの応力関数 
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円孔をもつ無限平板の引っ張り問題 
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週方向応力σθθ/σxo(r=a) 

円孔をもつ無限平板の引っ張り問題による応力集中係数 
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宿題（2013年試験問題） 
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図２に示す単純ばりの上面( z=-h/2 )に等分布荷重wを

受けている。重調和関数を満たすエアリー応力関数を
決定するために，どのような応力の境界条件に求めら
れているのか，その強形式および弱形式を書けよ。 


	平面応力問題
	片持ちはりにおける応力・ひずみ
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	円孔をもつ無限平板の引っ張り問題
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	宿題（2013年試験問題）

